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東
海
原
発
は
解
体
開
始
か
ら
既
に

14
年
経
過
し
て
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
先

が
決
っ
て
い
な
い
。
原
子
炉
撤
去
の
完
了

は
２
０
２
５
年
度
に
先
送
り
さ
れ
、
解
体

に
伴
い
発
生
す
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
（
L3
）
を
地
中
埋
設
し
て
半
世
紀
管
理

を
敷
地
内
で
行
う
。
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
大
前
提
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に

話
を
進
め
る
の
か
を
伺
う
。　

村
民
生
活
部
長　

原
電
が
今
回
検
討
し
て

い
る
L3
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
原
子

力
機
構
が
動
力
試
験
炉
を
解
体
し
L3
に
該

当
す
る
廃
棄
物
を
敷
地
内
に
埋
設
し
て
お

り
、
こ
の
先
行
事
例
が
参
考
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
原
電
で
は
、
来
年
度
の
事
業

計
画
を
ま
と
め
る
中
で
L3
に
つ
い
て
も
方

向
性
を
出
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
原
発

の
立
地
自
治
体
と
し
て
、
東
海
発
電
所
の

廃
炉
作
業
が
早
期
に
進
み
安
定
化
さ
れ
る

こ
と
は
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
廃
炉
作

業
を
停
滞
さ
せ
な
い
こ
と
も
考
え
る
と
、

難
し
い
判
断
と
な
る
が
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
計
画
が
提
出
さ

れ
た
ら
議
会
に
説
明
す
る
機
会
を
設
け
、

ご
議
論
、判
断
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

豊
創
会　

豊
島　

寛
一　

議
員

問　

L3
敷
地
内
埋
設
の
住
民
の
理
解
を
得
る

方
法
は

答　

計
画
の
受
理
後
住
民
代
表
の
議
会
に
説

明
し
た
い

原子力発電所（東海）

議
員　

環
境
モ
デ
ル
都
市
認
定
の
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

村
民
生
活
部
長　

既
存
の
施
策
と
新
規
の

環
境
施
策
を
集
約
し
、
こ
れ
ま
で
の
目
標

「
平
成
17
年
度
比
25
％
削
減
」
を
大
き
く

上
回
る
目
標
を
新
た
に
掲
げ
、
28
年
度
中

の
認
定
を
目
指
す
。

議
員　

エ
コ
り
ん
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

事
業
の
廃
止
は
環
境
政
策
に
逆
行
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
新
た
な
視
点
か
ら
の

エ
コ
り
ん
事
業
に
期
待
す
る
。

村
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま
で
の
エ
コ
り
ん

事
業
は
廃
止
と
し
た
が
、
自
転
車
走
行
空

間
の
整
備
な
ど
は
今
後
も
検
討
し
て
い

く
。
庁
舎
前
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
住

民
へ
の
意
識
定
着
が
十
分
に
図
ら
れ
た
と

判
断
し
廃
止
事
業
と
し
た
。

議
員　

資
源
物
回
収
所
が
手
狭
に
な
っ
て

い
る
問
題
も
あ
る
。
資
源
物
の
分
別
回
収

促
進
は
ご
み
の
減
量
化
に
直
結
す
る
問

題
。
自
治
会
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、

村
が
地
域
の
協
力
の
下
に
回
収
所
を
確
保

す
る
方
向
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
民
生
活
部
長　

資
源
化
率
が
わ
ず
か
に

低
下
傾
向
に
あ
る
。
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の

意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
資
源
収
集

方
法
の
調
査
研
究
を
行
う
。
今
後
は
、
公

共
用
地
の
貸
し
出
し
も
含
め
て
、
村
が
用

地
の
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

光
風
会　

恵
利　

い
つ　

議
員

問　

環
境
モ
デ
ル
都
市
を
目
指
す
基
本
姿
勢

を
問
う

答　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
環
境
政 

策
で
28
年

度
中
認
定
を

一
般
質
問
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